
技術者の思考力を強化する 品質工学
　
６
月

、

日
に
第

回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会

主
催

品
質
工
学
会

が
行
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
た
。
「
技
術
者
の
思
考
力
を
強
化
す
る
品
質
工
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
発
表
テ
ー
マ
数
は
１
０
６
件
、
参
加
者

は
約
７
９
０
人
と
、
こ
の
時
期
の
大
会
と
し
て
は
成
功
で
あ
っ
た
。
大
ホ
ー
ル
で
半
日
ず
つ
行
わ
れ
た
主
要
テ
ー

マ
４
つ
の
壇
上
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
。
来
年
に
は

周
年
を

迎
え
る
品
質
工
学
会
も
、
創
始
者
の
田
口
玄
一
博
士
が
病
中
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
や
拡
散
傾
向
は
あ
る

と
し
て
も
、
今
回
も
新
し
い
成
果
が
次
々
と
出
て
き
て
お
り
、
着
実
に
品
質
工
学
が
前
進
し
て
い
る
と
言
え
る
。

月
１
８
日
に
東
京
で
開
催

第４回品質工学技術戦略研究発表大会
　
品
質
工
学
会
は

月

日

金

に
「
第
４
回
品
質
工
学

技
術
戦
略
研
究
発
表
大
会
」
を

開
催
す
る
。
会
場
は
東
京
都
千

代
田
区
永
田
町
の
星
陵
會
館
ホ

ー
ル
。
来
年
度
、
創
立

周
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
今
回
の
発

表
大
会
を
前
夜
祭
と
位
置
付
け

て
い
る
。
創
始
者
の
田
口
玄
一

博
士
が
品
質
工
学
を
戦
略
で
あ

る
と
考
え
た
こ
と
へ
の
具
体
化

へ
の
活
動
で
あ
り
、
「
品
質
工

学
の
発
展
の
中
で
、
技
術
戦
略

を
問
う
」
を
テ
ー
マ
に
６
件
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
る
。

　
発
表
は

「
品
質
工
学
研
究

の
変
遷
と
発
展
」
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ｉ
ｏ
ｎ
の
浜
田
和
孝

氏

、
発
表

「
田
口
玄
一
博

士
の
研
究
に
み
る
技
略
の
研

究
」

ク
オ
リ
テ
ィ
・
デ
ィ
ー

プ
・
ス
マ
ー
ツ
有
限
責
任
事
業

組
合
の
吉
澤
正
孝
氏

、
発
表

「
品
質
工
学

界

に
お
け

る
地
震
予
測
の
研
究
の
起
承
転

結
」

応
用
計
測
研
究
所
の
矢

野
宏
氏

、
発
表

「
自
動
車

用
エ
ン
ジ
ン
開
発
上
流
工
程
に

お
け
る
品
質
工
学
の
活
用
法
」

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
沢
田
龍
作

氏

、
発
表

「
化
学
系
材
料

開
発
に
お
け
る
品
質
工
学
」

東
京
電
機
大
学
の
中
島
建
夫

氏

、
発
表

「
検
査
に
合
格

す
れ
ば
良
い
と
い
う
思
想
の
克

服
―
硬
さ
標
準
の
変
遷
を
め
ぐ

っ
て
―
」

ア
サ
ヒ
技
研
の
中

井
功
氏

―
の
６
件
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
品
質
工
学
が
役
に

立
つ
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
討
論
会
も
行
わ
れ
る
。

第
回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
結
果
報
告

震
災
の
復
旧
、
復
興
に
も
貢
献

谷本勲品質工学研究発表大会実行委員長

　
今
年
も
６
月

、

日
、

東
京
・
大
井
町
の
き
ゅ
り
あ

ん

品
川
区
立
総
合
区
民
会

館

で
品
質
工
学
研
究
発
表

大
会
を
開
催
し
、
盛
況
裏
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
関
連
各
位
の
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

た
ま
も
の

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
特
に
今
年
度
は
３
月

日

の
東
日
本
大
震
災
の
直
後
で

あ
り
、
大
会
の
開
催
そ
の
も

の
が
危
ぶ
ま
れ
た
中
で
の
開

催
で
し
た
。
復
旧
、
復
興
で

大
変
な
時
に
大
会
に
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
さ
ら
に
は
研

究
論
文
を
ま
と
め
ら
れ
発
表

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
は
防
災
先

進
国
と
し
て
の
科
学
技
術
や

防
災
の
常
識
に
衝
撃
を
与
え

ま
し
た
。
地
震
、
液
状
化
、

津
波
な
ど
の
複
合
災
害
で
あ

り
、
さ
ら
に
原
発
事
故
の
よ

う
な
最
大
級
の
二
次
災
害
も

加
わ
っ
て
い
ま
す
。
被
害
の

状
況
は
ま
さ
に
常
識
を
超
え

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

は
従
来
の
個
別
ス
ペ
ッ
ク
を

そ
れ
ぞ
れ
ク
リ
ア
す
る
だ
け

で
な
く
、
複
合
化
さ
れ
た
ノ

イ
ズ
に
対
し
て
の
ロ
バ
ス
ト

強
靱
性

ネ
ス
を
確
保
す

る
必
要
性
を
示
唆
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
機
能
が

破
壊
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る

損
失
の
最
小
化
に
つ
い
て
も

言
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
品
質
工

学
に
お
け
る
品
質
の
定
義
そ

の
も
の
で
あ
り
、
品
質
工
学

の
活
用
、
展
開
に
大
い
に
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

　
一
方
、
近
々
の
復
旧
、
復

興
の
課
題
で
あ
る
代
替
部

品
、
代
替
工
程
の
評
価
な
ど

に
お
い
て
も
品
質
工
学
の
活

用
さ
れ
る
場
面
が
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
非
常
時

に
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を

い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
場

で
も
会
員
席
か
ら
活
発
な
質

問
を
い
た
だ
き
、
例
年
以
上

に
有
意
義
な
討
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
主
催
者
と
し
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
来
年
度
は
品
質
工
学

会
発
足

周
年
を
迎
え
ま

す
。
来
年
度
は
こ
の

年
の

歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
発
展
し
た
品
質

工
学
研
究
発
表
大
会
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
も
う
一
度
参
加
さ
れ
た
方

々
、
発
表
さ
れ
た
会
員
の
皆

さ
ん
、
関
連
各
位
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「第回品質工学研究発表大会」報告

発
表
テ
ー
マ
、
前
回
を
上
回
る
１
０
６
件

「
品
質
工
学
」
今
後
の
展
望

取
り
組
み
領
域
の
さ
ら
な
る
拡
大
へ

伊藤源嗣品質工学会　会長

　
今
年
６
月

、

の
両
日
に

開
催
さ
れ
た
第

回
品
質
工
学

研
究
発
表
大
会
は
、
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
に
東
日

本
大
震
災
と
い
う
追
い
打
ち
を

掛
け
ら
れ
た
逆
境
下
の
開
催
で

参
加
人
数
は
昨
年
を
や
や
下
回

っ
た
が
、
下
降
傾
向
に
は
一
応

下
げ
止
ま
り
の
兆
候
が
感
じ
ら

れ
た
。

　
品
質
工
学
は
実
験
計
画
法
か

ら
発
展
・
脱
皮
し
て
、
オ
フ
ラ

イ
ン
品
質
工
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン

品
質
工
学
、
さ
ら
に
は
Ｍ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
評
価

へ
と
発
展
し
て
き
た
。
ま
た
初

期
に
は
製
造
業
に
お
け
る
取
り

組
み
が
主
で
あ
っ
た
が
、
医
学

医
療

、
薬
学

製
薬

な

ど
、
加
え
て
近
年
は
地
震
の
予

知
、
農
業
、
社
会
科
学
の
領
域

に
ま
で
取
り
組
み
分
野
が
広
が

っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
研
究

発
表
大
会
で
も
新
し
い
領
域
へ

の
挑
戦
や
新
し
い
手
法
へ
の
取

り
組
み
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。

　
今
後
の
品
質
工
学

会

の

展
望
に
つ
い
て
は
こ
こ
数
年
模

索
が
続
い
て
い
る
が
、
２
０
０

８
年
か
ら
毎
年

月
に
開
催
さ

れ
て
い
る
品
質
工
学
技
術
戦
略

研
究
発
表
大
会
が
展
望
を
切
り

開
く
た
め
の
一
つ
の
試
み
で
、

昨
年
ま
で
大
会
を
３
回
重
ね
、

朧
気
な
が
ら
そ
の
成
果
が
表
れ

お
ぼ
ろ
げ

つ
つ
あ
る
。
品
質
工
学
会
は
今

後
、
学
問
の
体
系
化
の
整
備
、

取
り
組
み
の
高
度
化
、
取
り
組

み
領
域
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
問
と

し
て
の
展
望
も
開
け
、
現
在
は

大
規
模
な
製
造
業
の
企
業
に
偏

っ
て
い
る
会
員
・
取
組
企
業

が
、
中
小
企
業
に
も
、
製
造
業

以
外
の
産
業
に
も
さ
ら
に
広
ま

り
、
学
の
分
野
で
の
取
り
組

み
も
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
期

待
を
込
め
て
展
望
し
て
い
る
。

新
し
い
成
果
次
々
と
品
質
工
学
、
着
実
に
前
進

矢野宏品質工学会理事

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ８月３日 水曜日 　　

　
今
回
、
大
ホ
ー
ル
で
は

診
断
技
術
の
開
発

故
障
災

害
リ
ス
ク
を
な
く
せ
る
か

設
計
と
加
工
技
術
の
追
求

モ
ノ
づ
く
り
の
最
先
端
を

行
く

教
育
効
果
の
評
価

教
育
評
価
の
現
状
を
問

う

計
測
技
術
の
開
発

技
術
の
根
本
に
さ
か
の
ぼ

る

―
と
い
う
四
つ
の
テ
ー

マ
が
採
り
上
げ
ら
れ
た
。
い

ず
れ
も
品
質
工
学
が
最
優
先

の
検
討
課
題
と
位
置
付
け
て

き
た
事
柄
で
あ
り
、
現
在
の

社
会
状
況
か
ら
見
て
も
取
り

上
げ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も

こ
れ
ら
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

当
日
の
会
場
の
討
議
に
お
い

て
も
相
当
の
説
得
力
は
持
っ

て
い
た
と
思
う
が
、
会
場
の

外
へ
ど
れ
ほ
ど
の
発
信
力
と

な
っ
た
の
か
が
課
題
で
あ
ろ

う
。

　
す
な
わ
ち
、

の
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
故
障
診
断
や
劣
化

診
断

リ
ョ
ー
ビ
、
三
菱
電

機

、
寿
命
予
知

松
浦
機

械
製
作
所

、
異
常
検
知

三
菱
重
工
業

に
関
す
る

研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
こ
れ

に
ポ
ス
タ
ー
の
地
震
予
測

富
山
高
等
専
門
学
校

ま

で
を
含
め
れ
ば
、
ま
さ
に
現

在
、
当
面
し
て
い
る
社
会
問

題
そ
の
も
の
で
あ
る
。

の

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
研
究

発
表
は
、
ま
さ
に
品
質
工
学

の
得
意
と
す
る
製
品
設
計
と

生
産
技
術
の
最
適
化

ト
ヨ

タ
自
動
車
、
日
産
自
動
車
、

マ
ツ
ダ
、
松
浦
機
械
製
作

所

に
関
す
る
も
の
で
、
こ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
発
表
賞

銀
賞
が
２
件
出
た
こ
と
は
当

然
と
言
え
よ
う
。

　

の
教
育
問
題
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
の
研
究
発
表
は
い
ず
れ

も
現
在
の
教
育
現
場
の
荒
廃

に
切
り
込
ん
だ
も
の

日
本

規
格
協
会
、
鳥
取
大
学
、
広

島
市
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

問
題
の
大
も
と
を
作
っ
て
い

る
の
は
、
文
部
科
学
省
の
教

育
行
政
な
の
で
あ
る
。
ぜ
ひ

と
も
彼
ら
に
聞
い
て
も
ら
い

た
い
研
究
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
嘆
い
て
ば
か
り
も
い
ら

れ
な
い
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
つ
い
に
教
育
を
行
う
側

が
積
極
的
に
反
撃
の
の
ろ
し

を
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ー
マ

は
地
味
で
は
あ
る
が
、
品
質

工
学
の
本
質
が
計
測
技
術
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
徹
底
追

求
し
た
研
究
発
表

ア
サ
ヒ

技
研
、松
浦
機
械
製
作
所
、富

士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
が
行
わ
れ
、

新
し
い
計
測
技
術
の
可
能
性

の
芽
生
え
を
作
っ
た
。
さ
ら

に
小
ホ
ー
ル
や
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
表
も
そ
れ

ぞ
れ
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
お
り
、
本
年
度
の
大
会
で

も
日
本
の
技
術
者
は
健
在
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
今
回
の
研
究
大
会
発
表
の

充
実
ぶ
り
を
明
確
に
示
す
に

は
、
精
密
測
定
技
術
振
興
財

団
品
質
工
学
賞
発
表
賞
を
受

賞
し
た
研
究
を
紹
介
す
る
の

が
良
い
で
あ
ろ
う
。
今
回

も
、
発
表
賞
金
賞
１
件
、
銀

賞
３
件
が
選
ば
れ
た
。

　
◇
大
会
発
表
賞

　

金
賞

前
田
敏
男
氏

写
真
、
武
澤
泰
則
氏
、
天

谷
浩
一
氏

松
浦
機
械
製
作

所

矢
野
宏

応
用
計
測
研

究
所

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
に
お
け
る
設
計
過
程
へ
の

品
質
工
学
的
手
法
の
導
入
」

　
田
口
玄
一
博
士
は
、
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
一
環
と
し

て
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
バ
グ
チ

ェ
ッ
ク
の
効
率
化
の
方
法
を

提
案
し
、
多
く
の
企
業
に
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
検
査
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
設
計
の
抜
本
的
な
効
率

化
の
方
法
を
探
っ
た
の
が
こ

の
研
究
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
設
計
初
期
段
階
か
ら
小

規
模
直
交
表
を
多
用
す
る
こ

と
で
、
管
理
者
に
も
理
解
さ

れ
や
す
く
、
し
か
も
完
成
度

の
高
い
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
作

成
す
る
方
法
の
具
現
化
に
成

功
し
た
。

　

銀
賞

天
谷
浩
一
氏

写
真
、市
村
誠
氏
、前
田
敏

男
氏
松
浦
機
械
製
作
所
、

矢
野
宏

応
用
計
測
研
究

所

「
１
刃
１
回
転
の
切
削

電
力
評
価
を
用
い
た
粉
末
赤

道
造
形
条
件
の
最
適
化
」

　
技
術
開
発
本
部
長
が
先
頭

に
立
っ
て
の
研
究
発
表
の
第

５
報
目
と
な
る
。
一
連
の
研

究
は
、
新
し
い
金
型
の
製
造

に
使
う
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
を
電
力
評
価
に
よ
っ
て
最

適
化
す
る
試
み
で
あ
る
。
研

究
の
積
み
上
げ
を
着
実
に
行

っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
は
加

工
方
法
の
改
善
に
反
映
さ
れ

て
き
て
い
る
。
本
部
長
自
ら

の
こ
う
し
た
取
り
組
み
姿
勢

は
、
社
内
外
の
経
営
者
層
や

管
理
職
層
に
も
良
い
刺
激
と

な
っ
て
い
る
。

　

銀
賞

中
垣
保
孝
氏

写
真

八
木
克
哉
氏
、
波

多
野
洋
氏
、
山
崎
茂
氏
、
黒

釜
龍
司
氏

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
オ
プ
ト

、
田
村
希
志
臣

氏

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ビ
ジ

ネ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

「
複
数
物
理
場
連
成
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
効
率
化
に
よ
る

全
体
シ
ス
テ
ム
評
価
技
術
」

　
こ
れ
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用

し
た
レ
ン
ズ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
ー
の
設
計
最
適
化
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
昨
年
の
大
会

で
発
表
賞
銀
賞
を
獲
得
し
た

研
究
の
続
報
で
あ
る
が
、
そ

の
研
究
内
容
に
は
一
層
に
磨

き
が
か
か
っ
た
。
取
り
組
み

成
果
が
ま
だ
実
際
の
製
品
化

に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
の

が
残
念
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

こ
の
成
果
は
生
か
さ
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
今
大
会
で
も
発
表

賞
の
ほ
か
、
さ
ら
に
二
つ
の

賞
が
授
与
さ
れ
た
。
一
つ
は

大
会
実
行
委
員
長
賞
で
あ

る
。
谷
本
勲
実
行
委
員
長
の

判
断
に
よ
り
授
与
さ
れ
る
も

の
で
、
三
菱
重
工
業
の
高
濱

正
幸
氏

写
真

に
よ
る
研

究
「
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
異
常
予
兆
検
知
」
に
与

え
ら
れ
た
。
世
界
各
国
に
納

入
し
た
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電

プ
ラ
ン
ト
を

時
間
遠
隔
監

視
し
、
設
備
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

る
プ
ラ
ン
ト
停
止
を
未
然
に

防
止
す
る
シ
ス
テ
ム
を
実
用

化
し
た
。
こ
の
研
究
へ
の
授

賞
は
、
現
在
の
原
子
力
発
電

所
の
ト
ラ
ブ
ル
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
の
判
断
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
品
質
工
学
会

会
長
賞
で
あ
る
。
伊
藤
源
嗣

会
長
が
将
来
の
展
開
の
可
能

性
に
基
づ
い
て
判
断
、
授
与

す
る
賞
で
、
今
回
は
ア
ル
プ

ス
電
気
の
大
塚
祐
一
氏

写

真

の
研
究
「
Ｉ
Ｅ
と
Ｑ
Ｅ

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
検
査
レ
ス
化
」
に
与
え
ら

れ
た
。
製
造
品
質
が
安
定
し

た
後
に
な
っ
て
も
、
い
っ
た

ん
導
入
し
た
検
査
工
程
を
撤

廃
す
る
か
ど
う
か
は
極
め
て

悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。
品

質
工
学
に
よ
る
検
査
設
計
の

考
え
方
を
活
用
し
、
さ
ら
に

製
造
ラ
イ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
た
こ
と
で
大
幅
な
経
済

効
果
を
得
た
。
本
研
究
が
扱

っ
て
い
る
よ
う
な
経
営
的
な

問
題
へ
の
品
質
工
学
の
活
用

は
、
社
会
全
体
か
ら
見
る
と

ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、

い
ま
だ
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
大
会
に
は
来
賓
と
し
て
、

経
済
産
業
省
大
臣
官
房
の
中

西
宏
典
審
議
官
、
日
本
規
格

協
会
理
事
長
代
理
と
し
て
中

泉
純
理
事
を
迎
え
た
。
両
氏

は
と
も
に
あ
い
さ
つ
の
中
で

品
質
工
学
へ
の
強
い
共
感
を

示
し
て
く
れ
た
。
続
い
て
行

わ
れ
た
特
別
講
演
は
、
伊
藤

源
嗣
品
質
工
学
会
会
長
に
よ

る
「
我
が
国
の
製
造
業
の
直

面
す
る
課
題
と
対
応
―
品
質

工
学
と
の
関
わ
り
―
」
で
あ

り
、
現
状
課
題
か
ら
さ
ら
に

将
来
予
想
さ
れ
る
困
難
な
状

況
に
対
し
、
品
質
工
学
が
持

っ
て
い
る
可
能
性
に
言
及
す

る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
活

動
へ
展
開
す
る
こ
と
の
重
要

性
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
さ
に

時
機
を
捉
え
た
講
演
テ
ー
マ

と
ら

で
あ
り
、
多
く
の
聴
衆
を
ひ

き
つ
け
、
あ
ら
た
め
て
品
質

工
学
へ
の
期
待
を
認
識
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
昨
年
１
年
間
の
研

究
論
文
の
中
か
ら
選
定
さ
れ

た
精
密
測
定
技
術
振
興
財
団

品
質
工
学
賞
論
文
賞
、
Ａ
Ｓ

Ｉ
賞
、
富
山
県
経
営
者
協
会

品
質
工
学
賞
の
受
賞
記
念
発

表
も
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
時
期
に
か
な
っ
た
も
の

と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
緊

急
報
告
会
が
急
き
ょ
企
画
さ

れ
た
。
東
北
地
方
で
直
接
被

災
し
た
企
業
を
代
表
し
て
、

ア
ル
プ
ス
電
気
、
東
北
リ
コ

ー
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
技
術
者
か
ら

震
災
当
日
の
模
様
と
復
旧
の

体
験
報
告
が
あ
り
、
さ
ら
に

復
旧
復
興
に
向
け
て
品
質
工

学
の
活
用
に
も
言
及
さ
れ

た
。

　

銀
賞

沢
田
龍
作
氏

写
真

、
餅
原
隆
浩
氏
、

田
中
公
明
氏

ト
ヨ
タ
自
動

車

、
西
薗
円
氏

ト
ヨ
タ

テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト

「
エ
ン
ジ
ン
内
部

の
オ
イ
ル
保
持
部
最
適
化
設

計
指
針
」

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
最
大
限
に
活

用
し
た
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計

の
取
り
組
み
で
あ
る
。
信
号

を
シ
リ
ン
ダ
ー
内
圧
、
出
力

特
性
を
オ
イ
ル
消
費
量
と
し

て
オ
イ
ル
保
持
機
能
を
捉
え

と
ら

た
。
制
御
因
子
と
誤
差
因
子

を
そ
れ
ぞ
れ
直
交
表
Ｌ

に

割
付
け
、
さ
ら
に
エ
ン
ジ
ン

の
ボ
ア
形
状
、
供
給
油
量
を

標
示
因
子
と
し
た
た
め
２
万

５
９
２
０
通
り
の
膨
大
な
計

算
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
モ

デ
ル
作
成
か
ら
結
果
取
得
ま

で
を
自
動
化
す
る
こ
と
で
工

数
の
問
題
を
解
決
し
た
。
最

適
化
に
よ
っ
て
エ
ン
ジ
ン
の

オ
イ
ル
消
費
量
を
画
期
的
に

減
ら
せ
た
こ
と
は
、
実
機
で

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。


